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要約 ・COVID-19パンデミック中は、高齢者や 2型糖尿病、呼吸器疾患

や心血管疾患の罹患者のリスクを制限された状態で維持する必要が

ある。 

 

・2 型糖尿病の虚弱高齢者に対しては、筋力維持・血糖コントロー

ル、身体機能改善のために早期に自宅で行えるマルチコンポーネン

トトレーニングを提供している。 

 

・トレーニングプログラムは、重度の可動性やバランス制限のない

高齢者に適しているとされている。 

  

・運動は、週 2～3 回/週 2～3 回の有酸素トレーニングと組み合わ

せて行い、適度な疲労感を感じる程度が適性とされている。しか

し、知覚された痛みや不快感の高いレベルは避けるようにとされね

いる 

最も注目するポイント 

理学療法にどのように役立つか？ 

・予防的介入できる糖尿病であるが、現段階では Covid-19 に関す

る在宅トレーニングに関する報告は数少ない。 

・合併症などの悪化予防として活動の参考にして頂きたい。 
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